
図 貯蔵量の記録（～2020 年度）から推定した国内

の使用済燃料の物量、燃焼度、冷却期間の関係      
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使用済燃料の燃焼条件や冷却期間の予測に基づいた廃棄物特性に関する検討 
 Waste characteristics based on the various burnup conditions and the projected cooling time of spent fuels 
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これまでに発生した使用済燃料の物量、燃焼度、冷却期間の推定方法を検討し、ガラス固化体の核種イン

ベントリや発熱量を評価した。特に、冷却期間の長期化の影響を標準ガラス固化体の特性と比較検討した。 
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1. 緒言  

地層処分のセーフティケースでは、標準的な使用済燃料（PWR、燃焼度 45 GWd/tHM、冷却期間 4 年）

から発生するガラス固化体を評価対象としている[1,2]。なお、再処理計画の変更にあわせて冷却期間を 15

年としても、セーフティケースへの影響はほとんどないと評価されている[2]。しかしながら、BWR 燃料や

高燃焼度化等に加え、冷却期間がより長期化する可能性を考慮すると、使用済燃料特性の多様化による廃

棄物の核種インベントリへの影響やその予測は重要である。これまでに、TRU 廃棄物の核種インベントリ

に対して燃料型式や燃焼度の影響が検討されているが、長半減期核種（14C）が対象であったため冷却期間

の影響は考慮されていない[3]。本研究では、公開情報に基づいてこれまでに発生した使用済燃料の物量、

燃焼条件、冷却期間の評価手法を検討し、ガラス固化体の発生量や発熱量について標準的なガラス固化体

との比較評価を行った。 

2. 評価方法  

使用済燃料の発生量は各電力会社の年度毎の使用済燃料貯蔵量の記録（各社ホームページ）から推定し

た。燃焼度は各原子炉の設置変更許可申請書の取出平均燃焼度とした。冷却期間は、国内の商用再処理が

2023 年に開始され、冷却期間が長い燃料から年間 800 トン（最初の 5 ヵ年は段階的に増加）が再処理され

ると仮定して評価した。なお、比較検討のため、各プラントの定期検査の記録に基づいた発生量等の推定

方法 [3]も利用した。核種インベントリ及び発熱量は ORIGEN 2.2-UPJ 及び実効断面積ライブラリ 

ORLIBJ40[4]を用いて評価した。 

3. 結果と考察  

図に、貯蔵量の記録（～2020 年度）に基づいた使用済

燃料の物量、燃焼度、冷却期間の推定結果を示す。燃焼

度は 20～50 GWd/tHM と分布があるが、標準的な 45 

GWd/tHM がボリュームゾーンであり、特に低燃焼度燃

料の発生量が少なかった。一方、冷却期間は現在の再処

理条件 15 年より長くなった。短半減期核種の減衰による

ガラス固化体の初期発熱量の低減が予測されるが、使用

済燃料中の 241Am の蓄積による発熱への影響が懸念され

る。発表では、定期検査の記録に基づく評価に加え、ガ

ラス固化体の核種インベントリや発熱量の分布、ガラス

固化体の貯蔵期間等を標準的なガラスの特性と比較する。 
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